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50065 日本語の構造Ⅰ
Structure of Japanese I 
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日本語必（Ｅ・Ｐｅ・Ｐｃ・Ｃ）

日本語文法を再学習する

　努力目標:「日本語ができれば、日本語を教えることができる」だろうか。答えが「No 」であることを認識
し、専門的な教育法を習得する。

１回．日本語が話せることと、日本語を説明すること
２回．学校文法と日本語教育文法の相違
３回．動詞と名詞について
４回．名詞文と動詞文について
５回．述語について
６回．動詞と時間について（テンス）
７回．動詞のアスペクトについて
８回．受身文について

９回．英語と日本語の受身文比較
１０回．中国語・韓国語と日本語の受身文比較
１１回．修飾（連体修飾）について
１２回．修飾（連用修飾）について
１３回．従属節について
１４回．文法指導の諸問題
１５回．日本語教育現場の実情

教）藤原雅憲著『よくわかる文法』（アルク）

試験成績を主とし、出席率を加味する。

事前に次回学習事項を知らせ、必要事項の予習を指示する。

http://www.icc.ac.jp/


